
クイズの解説

第１２回 アトピー性皮膚炎（2020年３月10日本経済新聞掲載） 「健やか情報」ページに戻るトップページに戻る

＜ 正解 Ⅲ ３ｃｍ＞

軟膏を塗るときのポイント

1．塗る人の手をきれいに洗う
不潔なままだと、手についている細菌や刺激物が皮膚につい
てしまうことがあります。

2．入浴後、水分を拭き取ったらすぐに塗る
入浴直後の皮膚が柔らかくなっている時に塗ると薬の吸収が
良くなり、効果的です。皮膚の乾燥を防ぐため、できるだけ
早く軟膏を塗りますしょう。

3．たっぷりと皮膚に乗せるように塗る
湿疹がある部分はデコボコしているため、軟膏を薄くのばした
り、擦りこんでしまったりすると、出っ張った湿疹部分に薬がつ
かずに、治療効果が減ってしまいます。

たっぷりと、のせるように塗ると
湿疹部分に薬がつく

〇 ×
擦りこんだり、薄く塗ると

湿疹部分に薬がつかなない

アトピー性皮膚炎の外用療法は、保湿剤によるスキンケアと、ステロイド外用薬を中心とした炎症を抑える治療の２つが
あります。その中でも、ステロイド外用薬は中心となる治療法です。医師は、症状の程度や部位、年齢に応じて、ステロイド
外用薬の種類や使用量を指示してくれますので、勝手に使う量や回数を増減することなく、指示通り使ってしっかり治すこと
が大切です。

ステロイド外用薬を塗るときは皮膚がしっとりする程度の量が必要であり、その目安は口径5mmのチューブで人差し指の
先端から第1関節部まで押し出された量（約0.5 g）が成人の手のひら2枚分（赤ちゃんの背中程度）の面積に対する
適量であることが示されています。これを１FTU（finger tip unit）として、医師は使用量の単位として考えます。使用
量は皮膚の状態、外用薬の種類などによっても変わりますから、どのくらい塗ればよいかは医師に確認してください。

また、よくなったからといって、勝手に塗るのを止めることもいけません。アトピー性皮膚炎は一時的に治ったように見えるだけ
で炎症が残っていて、よくなったり悪くなったりを繰り返す皮膚炎です。塗布終了時期については医師が患者さんごとに見極
めます。

【 FTUの目安量 】

https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/sukoyakanavi.html
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